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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期
第３四半期
累計期間

第25期
第３四半期
累計期間

第24期
第３四半期
会計期間

第25期
第３四半期
会計期間

第24期

会計期間

自平成21年
10月１日
至平成22年
６月30日

自平成22年
10月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成21年
10月１日
至平成22年
９月30日

売上高（千円） 2,461,8802,229,120806,101 690,0883,259,676

経常利益又は経常損失（千円） 180,624 27,387 52,892 △31,225 229,973

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（千円）
82,438 13,191 22,997 △21,335 100,769

資本金（千円） － － 713,200 713,200 713,200

発行済株式総数（株） － － 14,284 14,284 14,284

純資産額（千円） － － 1,844,8041,715,5691,867,615

総資産額（千円） － － 2,205,3242,044,2242,259,415

１株当たり純資産額（円） － － 127,269.98127,484.00128,553.32

１株当たり四半期（当期）純利益

又は四半期純損失金額（円）
5,888.46 962.11 1,638.79△1,619.287,161.52

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
5,755.27 955.07 1,602.70 - 7,011.04

１株当たり配当額（円） － － - － 3,000

自己資本比率（％） － － 82.4 82.2 81.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
54,210 △29,590 － － 162,943

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△39,395△336,156 － － △457,251

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△21,395△171,043 － － △22,120

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,227,794381,156 917,946

従業員数（人） － － 352 357 354

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　２. 第25期第３四半期会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式

　　　　　は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社の異動はありません。 

　

３【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 357

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は従業員の100分の10未満であるため、記載を省略しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

当第３四半期会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）の受注状況を事業の業務別に示すと、次

のとおりであります。

事業の業務別の名称

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

受注高（千円） 前年同四半期比(％)受注残高（千円） 前年同四半期比(％)

ＣＲＯ事業［派遣業務］ 396,150 107.1 338,621 106.2

ＣＲＯ事業［受託業務］ 324,904 55.7 598,469 49.7

ＣＲＯ事業［薬事申請業務］ 43,324 109.4 149,798 100.2

その他事業 2,228 71.3 －　 －

合計 766,607 77.0 1,086,889 64.9

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

　当第３四半期会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）の販売実績を事業の業務別に示すと、次

のとおりであります。

事業の業務別の名称

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）　

販売高（千円） 前年同四半期比（％）

ＣＲＯ事業［派遣業務］ 370,781 97.6

ＣＲＯ事業［受託業務］ 272,009 74.6

ＣＲＯ事業［薬事申請業務］ 45,068 77.3

その他事業 2,228 71.3

合計 690,088 85.6

　　(注)１. 前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期会計期間　

（自　平成22年４月１日　

　　至　平成22年６月30日）

当第３四半期会計期間　

（自　平成23年４月１日　

　　至　平成23年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

第一三共株式会社 103,889 12.9 100,779 14.6

        ２．上記の金額には、消費税は含まれておりません。　
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２【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

(1)業績の状況

当第３四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日）におけるわが国経済は、一部の企業では業績回

復の兆しが見られたものの、円高の進行や東日本大震災の影響により、依然として先行き不透明な状況が続いており

ます。

　

当社が属するわが国ＣＲＯ（Contract Research Organization＝開発業務受託機関）業界は、顧客である医薬品

メーカーからＣＲＯへのアウトソーシング要請も増えてきていることから、緩やかな回復基調となってきておりま

す。しかしながら、一昨年の世界的な経済不況の影響により、ＣＲＯ業界の成長性が一時的に鈍化したことを受け、Ｃ

ＲＯ各社の競争が益々激化し、さらには異業種をも巻き込んだ再編淘汰が加速してまいりました。

　

当社におきましては、過去３期間において売上はほぼ横ばいで推移したものの、利益面については平成19年９月期

を境に前事業年度まで３期連続減益となりました。このような状況や現在の市場動向を踏まえ、中期的に大幅な業容

拡大を達成するための布石として、当事業年度は体質改善の一年と位置づけております。具体的な施策としては、外部

コンサルタントの協力を得て、主に管理部門に係るコストの削減を実施しました。また当社としては初めて、今後の成

長過程において大きな戦力になると期待し、10月と４月合計27名のＣＲＡ候補の新卒生を採用しました。これらの効

果は来季以降に現れてくるものと考えております。

　

当第３四半期会計期間の業績につきましては、ＣＲＯ事業（受託業務）においては新規受託案件の端境期になった

こと、ＣＲＯ事業（派遣業務）においては当初予定よりもＣＲＡの退職や休職が増加した他、上述した通り、採用の先

行投資を実施した結果、売上高690百万円（前年同期比14.4％減）、営業損失36百万円（前年同四半期は営業利益53百

万円）、経常損失31百万円（前年同四半期は経常利益52百万円）、四半期純損失21百万円（前年同四半期は四半期純

利益22百万円）となりました。

　

事業の業務別の業績は次のとおりであります。

　

① ＣＲＯ事業（派遣業務）

前事業年度から引き続き、実務経験が豊富なＣＲＡの派遣要請は旺盛でありますが、依然として未経験ＣＲＡに対

する需要が厳しいことから、当第３四半期会計期間の当業務の売上高は370百万円（前年同期比2.4％減）となりまし

た。

　

② ＣＲＯ事業（受託業務）

新規受託案件の端境期になったことにより、当第３四半期会計期間の当業務の売上高は272百万円（前年同期比

25.4％減）となりました。

　

③ ＣＲＯ事業（薬事申請業務）

主に薬事コンサルティングや申請業務を新規受注しましたが、当第３四半期会計期間の当業務の売上高は45百万円

（前年同期比22.7％減）となりました。

　

④ その他事業

当事業は研修業務であり、当第３四半期会計期間の売上高は２百万円（前年同期比28.7％減）となりました。

　　　

(2) 資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

当第３四半期末における流動資産の残高は、前事業年度末に比較して228百万円減少し、1,791百万円となりました。

主な要因は、配当金の支払い及び自己株式取得により、現金及び預金が減少したことによるものであります。

　

（固定資産）
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当第３四半期末における固定資産の残高は、前事業年度末に比較して13百万円増加し、252百万円となりました。主

な要因は、業務効率化を目的とした基幹系システム導入に伴うものであります。

　

（負債）

当第３四半期末における負債の残高は、前事業年度末に比較して63百万円減少し、328百万円となりました。主な要

因は、賞与引当金の減少によるものであります。

　

（純資産）

当第３四半期末における純資産の残高は、前事業年度末に比較して152百万円減少し、1,715百万円となりました。主

な要因は、配当金の支払い額42百万円及び自己株式取得126百万円によるものであります。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、381百万円となり、第２四半期

会計期間末と比較して130百万円の減少となりました。

　

また、当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は102百万円（前年同期比１百万円増）となりました。これは主に、税引前四半期純損

失35百万円を計上したことや賞与引当金の減少額86百万円によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は27百万円（前年同期比６百万円増）となりました。これは主に、無形固定資産の取

得による支出であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローの変動はありませんでした。なお、前年同期の財務活動による獲得した資金は

21百万円であります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5)研究開発活動

該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,744

計 33,744

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 14,284 14,284
大阪証券取引所

（JASDAQ市場スタンダード）　
（注）２．

計 14,284 14,284 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、平成23年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

２．単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。
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（２）【新株予約権等の状況】

会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成20年12月25日定時株主総会決議 

区分
第３四半期会計期間末現在

（平成23年６月30日）

新株予約権の数（個） 690

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 690

新株予約権の行使時の払込金額（円） 94,500

新株予約権の行使期間
平成23年１月31日から

平成26年１月30日まで 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

 発行価格　　　94,500

資本組入額　　47,250

新株予約権の行使の条件

権利行使時において、当社の取締役又は従業員のいずれ

かを要するものとする。ただし、任期満了による退任、定

年退職、その他当社取締役会が正当な理由があると認め

た場合にはこの限りではない。

その他の条件は、当社取締役会決議に基づき、当社と対

象者との間で締結した「新株予約権割当契約」に定め

るところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要す

る。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、新株予約権の目的となる株式の数は次の算式により調整し、

調整により生じる１株未満の端数は、これを切り捨てます。

調整後株式数 ＝調整前株式数 ×分割・併合の比率

３．新株予約権を発行する日以降、以下の事由が生じた場合は、行使時に１株につき払込をすべき金額（以下

「行使価額」という。）をそれぞれ調整します。

(1）当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円

未満の端数は、これを切り上げます。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × １／分割・併合の比率

(2）当社が行使価額を下回る価額による株式の発行又は自己株式の処分を行う場合には、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は、これを切り上げます。

    
既発行株式数 ＋

新発行株式数 × １株当たりの払込金額

調整後行使価額 ＝調整前行使価額 ×
１株当たりの時価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数による増加株式数

４．新株予約権の行使時の払込金額は１株当たりの金額を記載しております。
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会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成20年12月25日定時株主総会決議  

区分
第３四半期会計期間末現在

（平成23年６月30日）

新株予約権の数（個） 300

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）  300

新株予約権の行使時の払込金額（円）  94,500

新株予約権の行使期間
平成23年１月31日から

平成26年１月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　94,500

資本組入額　　47,250

新株予約権の行使の条件

権利行使時において、当社の従業員の地位を要するもの

とする。ただし、定年退職、その他正当な理由があると認

めた場合にはこの限りではない。

その他の条件は、当社取締役会決議に基づき、当社と対

象者との間で締結した「新株予約権割当契約」に定め

るところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要す

る。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、新株予約権の目的となる株式の数は次の算式により調整し、

調整により生じる１株未満の端数は、これを切り捨てます。

調整後株式数 ＝調整前株式数 ×分割・併合の比率

３．新株予約権を発行する日以降、以下の事由が生じた場合は、行使時に１株につき払込をすべき金額（以下

「行使価額」という。）をそれぞれ調整します。

(1）当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円

未満の端数は、これを切り上げます。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × １／分割・併合の比率

(2）当社が行使価額を下回る価額による株式の発行又は自己株式の処分を行う場合には、次の算式により行

使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は、これを切り上げます。

    
既発行株式数 ＋

新発行株式数 × １株当たりの払込金額

調整後行使価額 ＝調整前行使価額 ×
１株当たりの時価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数による増加株式数

４．新株予約権の行使時の払込金額は１株当たりの金額を記載しております。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 14,284 － 713,200 － 378,246

　

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

　　

（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。　

　

①【発行済株式】　

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　1,108 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　13,176 13,176 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 14,284 － －

総株主の議決権 － 13,176 －

 　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ＭＩＣメディカル
東京都文京区湯島

二丁目31番27号
1,108 － 1,108 7.75

計 － 1,108 － 1,108 7.75
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
10月

11月 12月
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 128,000126,000123,900119,600116,000112,00090,00088,00086,800

最低（円） 121,000119,700112,800113,200110,90069,00084,80084,60083,000

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月22日より大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱスタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21

年10月１日から平成22年６月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年10月１日から平成23年６月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年10月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

22年10月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期

レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成23年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 579,789 866,957

売掛金 541,118 551,878

有価証券 502,067 451,178

仕掛品 14,680 15,203

その他 156,662 139,797

貸倒引当金 △2,476 △4,738

流動資産合計 1,791,841 2,020,276

固定資産

有形固定資産 ※
 69,210

※
 80,570

無形固定資産 58,693 26,790

投資その他の資産 124,477 131,777

固定資産合計 252,382 239,139

資産合計 2,044,224 2,259,415

負債の部

流動負債

未払法人税等 － 3,020

賞与引当金 90,041 174,959

移転損失引当金 － 4,209

その他 238,613 209,610

流動負債合計 328,655 391,800

負債合計 328,655 391,800

純資産の部

株主資本

資本金 713,200 713,200

資本剰余金 378,246 378,246

利益剰余金 715,148 744,809

自己株式 △126,866 －

株主資本合計 1,679,729 1,836,255

新株予約権 35,839 31,359

純資産合計 1,715,569 1,867,615

負債純資産合計 2,044,224 2,259,415

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＣメディカル(E05723)

四半期報告書

14/24



（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 2,461,880 2,229,120

売上原価 1,616,298 1,543,881

売上総利益 845,581 685,238

販売費及び一般管理費 ※1
 666,508

※
 676,734

営業利益 179,072 8,504

営業外収益

受取利息 459 1,276

有価証券利息 518 2,364

受取地代家賃 2,491 2,854

業務手数料収入 － 11,048

その他 63 1,664

営業外収益合計 3,532 19,208

営業外費用

為替差損 30 21

貸倒引当金繰入額 1,950 －

自己株式取得費用 － 303

その他 － 0

営業外費用合計 1,980 325

経常利益 180,624 27,387

特別利益

貸倒引当金戻入額 54 3,911

移転損失引当金戻入 － 2,359

特別利益合計 54 6,271

特別損失

原状回復損 2,795 －

固定資産除却損 2,097 146

過年度損益修正損 ※2
 19,708 －

投資有価証券評価損 8,972 －

減損損失 － 4,427

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,556

特別損失合計 33,572 9,129

税引前四半期純利益 147,106 24,528

法人税等合計 64,667 11,336

四半期純利益 82,438 13,191
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第３四半期会計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 806,101 690,088

売上原価 523,495 507,527

売上総利益 282,606 182,560

販売費及び一般管理費 ※
 228,988

※
 219,088

営業利益又は営業損失（△） 53,617 △36,527

営業外収益

受取利息 119 380

有価証券利息 142 1,192

受取地代家賃 968 874

業務手数料収入 － 2,866

営業外収益合計 1,230 5,313

営業外費用

為替差損 5 11

貸倒引当金繰入額 1,950 －

営業外費用合計 1,955 11

経常利益又は経常損失（△） 52,892 △31,225

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 28

特別利益合計 － 28

特別損失

原状回復損 2,795 －

固定資産除却損 87 146

投資有価証券評価損 8,972 －

減損損失 － 4,427

特別損失合計 11,855 4,573

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 41,037 △35,770

法人税等合計 18,039 △14,434

四半期純利益又は四半期純損失（△） 22,997 △21,335

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＣメディカル(E05723)

四半期報告書

16/24



（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 147,106 24,528

減価償却費 46,433 32,567

減損損失 － 4,427

株式報酬費用 13,439 4,479

貸倒引当金の増減額（△は減少） △63 △2,261

賞与引当金の増減額（△は減少） △93,775 △84,918

移転損失引当金の増減額（△は減少） － △4,209

受取利息及び受取配当金 △459 △1,276

有価証券利息 － △1,612

固定資産除却損 2,097 146

投資有価証券評価損益（△は益） 8,972 －

売上債権の増減額（△は増加） 18,440 10,759

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,533 331

前受金の増減額（△は減少） △9,899 △10,818

未払金の増減額（△は減少） 10,217 △7,873

未払費用の増減額（△は減少） 16,761 3,793

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,589 △4,921

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,556

その他 16,715 23,647

小計 166,864 △8,653

利息及び配当金の受取額 526 466

法人税等の還付額 － 7,391

法人税等の支払額 △113,180 △28,794

営業活動によるキャッシュ・フロー 54,210 △29,590

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △200,353

定期預金の払戻による収入 － 200,409

有形固定資産の取得による支出 △22,473 △16,660

無形固定資産の取得による支出 △986 △22,199

有価証券の取得による支出 － △300,640

貸付けによる支出 △1,950 △1,650

貸付金の回収による収入 － 3,900

敷金及び保証金の差入による支出 △13,986 △16,270

敷金及び保証金の回収による収入 － 17,309

投資活動によるキャッシュ・フロー △39,395 △336,156

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △1,943 △1,325

自己株式の取得による支出 － △126,866

株式の発行による収入 22,500 －

配当金の支払額 △41,952 △42,852

財務活動によるキャッシュ・フロー △21,395 △171,043

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,580 △536,790

現金及び現金同等物の期首残高 1,234,374 917,946

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,227,794

※
 381,156

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＣメディカル(E05723)

四半期報告書

17/24



【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】

　

　
当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

　

会計処理基準に関する事項の変更 　資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計

基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用してお

ります。

　これにより、当第３四半期累計期間の営業利益及び経営利益はそれぞれ

1,565千円減少し、税引前四半期純利益は6,121千円減少しております。また、

当会計基準等の適用開始による投資その他の資産（敷金及び保証金）の変動

額は6,121千円であります。　

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事

業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用す

る方法によっております。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、

法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成23年６月30日）

前事業年度末
（平成22年９月30日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、206,266千円であり

ます。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、189,917千円であり

ます。

 

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りであります。

給与手当 192,577千円

賞与引当金繰入額 12,242 

※２  過年度損益修正損は、過年度売上高の修正によるも

のであります。　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

給与手当 210,695千円

賞与引当金繰入額 12,956 
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前第３四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

給与手当 69,874千円

賞与引当金繰入額 12,242 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

の通りであります。

給与手当 66,964千円

賞与引当金繰入額 12,956 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲載されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 676,302

有価証券勘定 551,492

現金及び現金同等物 1,227,794

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲載されている科目の金額との関係

（平成23年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 579,789

有価証券勘定 502,067

預入れ期間が３ヶ月を超える定

期預金
△300,544

取得日から３ヶ月以内に償還期

限の到来しない有価証券　
△400,156

現金及び現金同等物 381,156

 

　

　

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成23年６月30日）及び当第３四半期累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年

６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　14,284株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　1,108株

３．新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の当第３四半期会計期間末残高 　　　35,839千円

　

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年12月22日

定時株主総会
普通株式 42,852利益剰余金 3,000平成22年９月30日平成22年12月24日

　

５．株主資本の著しい変動に関する事項

当社は平成23年２月９日開催の取締役決議により、122,866千円（1,108株）の自己株式を取得しておりま

す。　　　
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（金融商品関係）

　該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、ＣＲＯ事業の単一セグメントであるため、記載は省略しております。　

　

（追加情報）

 　第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３

月21日）を適用しております。　

　

（賃貸等不動産関係）

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成23年６月30日）

前事業年度末
（平成22年９月30日）

１株当たり純資産額 127,484.00円 １株当たり純資産額 128,553.32円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第３四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5,888.46円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
5,755.27円

１株当たり四半期純利益金額 962.11円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
955.07円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。
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前第３四半期累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 82,438 13,191

普通株主に帰属しない金額（千円） －　 －　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 82,438 13,191

期中平均株式数（株） 14,000 13,711

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 323 100

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

　　　

―　　　　　　　　　

　

―　　　　　　　　　

 

前第３四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1,638.79円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
1,602.70円

１株当たり四半期純損失金額 △1,619.28円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額 　 　

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 22,997 △21,335

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
22,997 △21,335

期中平均株式数（株） 14,033 13,176

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 316 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

　　

―　

　　

―　

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月９日

株式会社ＭＩＣメディカル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　保範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 沼田　敦士　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＩＣメ

ディカルの平成21年10月１日から平成22年９月30日までの第24期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年10月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表

明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＩＣメディカルの平成22年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了

する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月３日

株式会社ＭＩＣメディカル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　保範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 沼田　敦士　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＩＣメ

ディカルの平成22年10月１日から平成23年９月30日までの第25期事業年度の第３四半期会計期間（平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年10月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表

明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＩＣメディカルの平成23年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了

する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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